
(57)【要約】

咬合処理または全層切除処理の一部として、組織部分を

ステープルするために、体腔内の所定位置まで内視鏡に

沿って前進すべく適合させた内視鏡ステープリングシス

テムに使用されるステープリングユニットに関する。同

ステープリングユニットは、先端部（１５）、基端部（

１９）および第１ケーシングの外周面を貫通する第１ウ

インドウ（２０）に近接して装着されたステープリング

装置（５０）を有する第１ケーシング（１０）からなる

。本発明は、同装置（５０）を使用して組織のステープ

リング、切除および除去を行う方法を含む。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 ス テ ー プ リ ン グ シ ス テ ム に 使 用 さ れ る ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 体 腔 内 の
所 定 位 置 ま で 内 視 鏡 に 沿 っ て 前 進 す る 第 １ ケ ー シ ン グ を 備 え 、 同 第 １ ケ ー シ ン グ が 先 端 部
、 基 接 端 部 お よ び 第 １ ケ ー シ ン グ の 外 周 面 を 貫 通 す る 第 １ ウ イ ン ド ウ に 近 接 し て 配 置 さ れ
た ス テ ー プ リ ン グ 装 置 を 有 す る ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
第 １ ウ イ ン ド ウ は そ の 周 縁 形 状 が 変 化 不 能 に 確 定 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ス テ ー プ リ
ン グ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ス テ ー プ リ ン グ 装 置 は 、 組 織 受 容 位 置 と ス テ ー プ リ ン グ 位 置 と の 間 を 移 動 す る た め に
第 １ ケ ー シ ン グ に 移 動 可 能 に 連 結 さ れ 、 前 記 組 織 受 容 位 置 に お い て 第 １ ウ イ ン ド ウ の 第 １
部 分 は ス テ ー プ リ ン グ 装 置 よ っ て 露 出 さ れ る と と も に 、 前 記 ス テ ー プ リ ン グ 位 置 に お い て
第 １ ウ イ ン ド ウ の 第 ２ 部 分 は ス テ ー プ リ ン グ 装 置 に よ っ て 露 出 さ れ 、 さ ら に 前 記 第 １ 部 分
は 第 ２ 部 分 よ り 大 き く 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
ス テ ー プ リ ン グ 位 置 に お い て 、 ス テ ー プ リ ン グ 装 置 の ス テ ー プ リ ン グ ヘ ッ ド が ア ン ビ ル か
ら 所 定 の ス テ ー プ リ ン グ 距 離 だ け 離 間 し て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト
。
【 請 求 項 ５ 】
ア ン ビ ル が 第 １ ウ イ ン ド ウ の 周 縁 部 上 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 ４ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ
ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
ス テ ー プ リ ン グ 装 置 が 所 定 の ス テ ー プ リ ン グ 距 離 を 調 整 す る 位 置 調 整 機 構 か ら な る 請 求 項
５ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
ス テ ー プ リ ン グ 装 置 が 第 １ ケ ー シ ン グ の 長 手 軸 に 沿 っ て 移 動 可 能 に 第 １ ケ ー シ ン グ に 装 着
さ れ て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
ス テ ー プ リ ン グ 装 置 が 第 １ ケ ー シ ン グ に 対 し て 相 対 回 転 可 能 に 第 １ ケ ー シ ン グ に 装 着 さ れ
て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ユ ニ ッ ト の 基 端 部 と ス テ ー プ リ ン グ 装 置 と の 間 に 連 結 さ れ た ス テ ー プ リ ン グ 駆 動 機 構
を 有 し 、 同 ス テ ー プ リ ン グ 駆 動 機 構 の 駆 動 に よ り 第 １ ウ イ ン ド ウ の 第 ２ 部 分 に お い て 受 容
し た 組 織 を ス テ ー プ ル す べ く ス テ ー プ リ ン グ 装 置 を 組 織 受 容 位 置 と ス テ ー プ リ ン グ 位 置 と
の 間 で 移 動 さ せ 、 同 ユ ニ ッ ト の 基 端 部 は 使 用 時 に 患 者 の 体 外 に 留 ま る 請 求 項 ３ に 記 載 の ス
テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
ス テ ー プ リ ン グ 装 置 は 第 ２ ケ ー シ ン グ 上 に 装 着 さ れ 、 第 ２ ケ ー シ ン グ は 先 端 部 と 基 端 部 を
有 し 、 第 ２ ケ ー シ ン グ の 先 端 部 は 第 １ ケ ー シ ン グ の 先 端 部 に 連 結 さ れ 、 第 ２ ケ ー シ ン グ は
第 ２ ウ イ ン ド ウ を 有 し 、 第 ２ ウ イ ン ド ウ は ス テ ー プ リ ン グ 装 置 と 第 １ ケ ー シ ン グ と が 互 い
に 所 定 の 整 合 位 置 に あ る と き 、 第 ２ ケ ー シ ン グ の 内 側 か ら 第 １ ケ ー シ ン グ の 外 側 へ 延 在 す
る 開 口 部 を 形 成 す る 第 １ ウ イ ン ド ウ に 対 向 す る 請 求 項 ８ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト
。
【 請 求 項 １ １ 】
ス テ ー プ リ ン グ 装 置 に 対 し て 移 動 可 能 に 装 着 さ れ た 組 織 カ ッ タ ー と 、 後 退 位 置 と 組 織 切 断
位 置 と の 間 を 移 動 可 能 に し て 、 第 １ ウ イ ン ド ウ に 対 し て 近 接 す る 第 １ ケ ー シ ン グ と か ら な
る 請 求 項 ３ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 ユ ニ ッ ト の 基 端 部 と 組 織 カ ッ タ ー と の 間 に 連 結 さ れ た カ ッ テ ィ ン グ 作 動 機 構 を 備 え 、
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第 １ ウ イ ン ド ウ の 第 ２ 部 分 に お い て 受 容 し た 組 織 を 切 断 す べ く 組 織 カ ッ タ ー を 後 退 位 置 と
組 織 切 断 位 置 と の 間 に て 移 動 さ せ る 同 カ ッ テ ィ ン グ 駆 動 機 構 を 駆 動 さ せ 、 同 ユ ニ ッ ト の 基
端 部 は 使 用 時 に は 患 者 の 体 外 に 留 ま る 請 求 項 １ １ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
組 織 カ ッ タ ー は 後 退 位 置 に 組 織 カ ッ タ ー を 選 択 的 に ロ ッ ク す る た め の 安 全 機 構 を 備 え る 請
求 項 １ ２ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
組 織 カ ッ タ ー は 第 １ ケ ー シ ン グ の 長 手 軸 に 沿 っ て 第 １ ウ イ ン ド ウ に 対 し て 相 対 移 動 す る 請
求 項 １ １ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ５ 】
組 織 カ ッ タ ー は 第 １ ウ イ ン ド ウ に 対 し て 相 対 回 転 す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ
ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ６ 】
組 織 カ ッ タ ー に お け る 切 刃 の 第 １ 部 分 が 切 刃 の 第 ２ 部 分 に 先 だ っ て 、 切 断 さ れ る べ き 組 織
部 分 に 接 触 す る よ う に 、 切 刃 に 角 度 が つ け ら れ て い る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ
ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ７ 】
切 刃 は 角 度 の つ い た 刃 先 を 有 す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ８ 】
組 織 カ ッ タ ー は 第 ３ ケ ー シ ン グ 上 に 装 着 さ れ 、 同 第 ３ ケ ー シ ン グ は 先 端 部 と 基 端 部 を 有 し
、 第 ３ ケ ー シ ン グ の 先 端 部 は 第 １ ケ ー シ ン グ の 先 端 部 に 連 結 さ れ 、 第 ３ ケ ー シ ン グ は 第 ３
ウ イ ン ド ウ を 有 し 、 同 第 ３ ウ イ ン ド ウ は 、 組 織 カ ッ タ ー 、 ス テ ー プ リ ン グ 装 置 お よ び 第 １
ケ ー シ ン グ が 互 い に 所 定 の 整 合 位 置 に あ る と き 、 第 ３ ケ ー シ ン グ の 内 側 か ら 第 １ ケ ー シ ン
グ の 外 側 へ 延 在 す る 開 口 部 を 形 成 す る 第 １ ウ イ ン ド ウ に 対 向 す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の ス テ
ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ９ 】
体 腔 内 で 組 織 を ス テ ー プ リ ン グ す る た め の 装 置 で あ っ て 、
基 端 部 か ら 先 端 部 へ 延 在 す る 第 １ の チ ュ ー ブ と 、 操 作 位 置 に お い て 先 端 部 は ス テ ー プ ル す
べ き 組 織 部 分 に 近 接 し て 体 腔 内 に 配 置 さ れ る こ と と 、 同 第 １ の チ ュ ー ブ は 先 端 部 の 内 側 へ
延 在 す る 第 １ ウ イ ン ド ウ を 有 す る こ と と 、 第 １ ウ イ ン ド ウ の 少 な く と も 一 方 の 端 部 は ア ン
ビ ル を 形 成 す る こ と と 、
先 端 部 内 に お い て 移 動 可 能 に 装 着 さ れ た ス テ ー プ リ ン グ 機 構 と 、
ス テ ー プ リ ン グ 機 構 に よ っ て 覆 わ れ る ウ イ ン ド ウ の 第 １ 部 分 の 寸 法 を 変 え る べ く 第 １ の チ
ュ ー ブ に 対 し て ス テ ー プ リ ン グ 機 構 を 相 対 移 動 さ せ る た め に 第 １ の チ ュ ー ブ と ス テ ー プ リ
ン グ 機 構 と の 間 に 連 結 さ れ た 位 置 調 整 機 構 と か ら な る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
ス テ ー プ リ ン グ 機 構 が ス テ ー プ ラ 後 退 位 置 か ら ス テ ー プ ラ 係 合 位 置 ま で 移 動 す る と き 、 第
１ ウ イ ン ド ウ の 第 １ 部 分 が 増 加 す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
ス テ ー プ リ ン グ 機 構 が 第 １ の チ ュ ー ブ の 長 手 軸 に 沿 っ て 第 １ の チ ュ ー ブ に 対 し て 相 対 移 動
す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
ス テ ー プ リ ン グ 機 構 が 第 １ の チ ュ ー ブ の 長 手 軸 を 中 心 と し て 第 １ の チ ュ ー ブ に 対 し て 相 対
回 転 す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
ス テ ー プ リ ン グ 機 構 が 第 １ の チ ュ ー ブ 内 に 配 置 さ れ た 少 な く と も 部 分 的 に 筒 状 を な す 第 １
筒 状 部 材 上 に 装 着 さ れ 、 同 第 １ 筒 状 部 材 は 同 第 １ 筒 状 部 材 か ら 延 び る 第 ２ ウ イ ン ド ウ を 有
し 、 ス テ ー プ リ ン グ 機 構 と 第 １ の チ ュ ー ブ が 所 定 の 第 １ の 整 合 位 置 に あ る と き 、 第 ２ ウ イ
ン ド ウ は 第 １ 筒 状 部 材 の 内 部 か ら 第 １ の チ ュ ー ブ の 外 部 に 延 び る 開 口 部 を 形 成 す る 第 １ ウ
イ ン ド ウ に 対 向 す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 装 置 。
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【 請 求 項 ２ ４ 】
第 ２ ウ イ ン ド ウ が ア ン ビ ル に 対 向 す る ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 を 有 す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
第 １ の チ ュ ー ブ 内 に 移 動 可 能 に 装 着 さ れ た 組 織 カ ッ タ ー を 有 す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 ２ ６ 】
カ ッ タ ー 後 退 位 置 と カ ッ タ ー 係 合 位 置 と の 間 に お い て 、 第 １ の チ ュ ー ブ に 対 し て 組 織 カ ッ
タ ー を 移 動 さ せ る た め に 、 装 置 の 基 端 部 と 組 織 カ ッ タ ー と の 間 に 連 結 さ れ た 切 断 駆 動 機 構
を 有 し 、 装 置 使 用 中 に お い て は 装 置 の 基 縁 部 は 患 者 の 体 外 に 留 ま る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
組 織 カ ッ タ ー が カ ッ タ ー 後 退 位 置 か ら カ ッ タ ー 係 合 位 置 へ 移 動 す る と き 、 組 織 カ ッ タ ー に
覆 わ れ る 第 １ ウ イ ン ド ウ の 第 ２ 部 分 の 量 が 増 す 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
第 １ ウ イ ン ド ウ 内 に 受 容 さ れ た 組 織 を 切 除 す る た め に 、 組 織 カ ッ タ ー が カ ッ タ ー 係 合 位 置
か ら カ ッ タ ー 完 了 位 置 ま で 移 動 す る と き 、 第 １ ウ イ ン ド ウ 全 体 が 覆 わ れ る 請 求 項 ２ ７ に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
第 １ の チ ュ ー ブ の 長 手 軸 に 沿 っ て 第 １ の チ ュ ー ブ に 対 し て 相 対 移 動 す る こ と に よ っ て 、 切
断 作 動 機 構 が 第 １ ウ イ ン ド ウ の 第 ２ 部 分 を 覆 う 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
第 １ の チ ュ ー ブ の 長 手 軸 を 中 心 と し て 第 １ の チ ュ ー ブ に 対 し て 相 対 回 転 す る こ と に よ っ て
、 切 断 作 動 機 構 が 第 １ ウ イ ン ド ウ の 第 ２ 部 分 を 覆 う 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
組 織 カ ッ タ ー が 第 １ の チ ュ ー ブ と 、 同 第 １ 筒 状 部 材 内 に 配 置 さ れ て い る 少 な く と も 部 分 的
に 筒 状 の 第 ２ 筒 状 部 材 上 に 装 着 さ れ 、 同 第 ２ 筒 状 部 材 は 同 第 ２ 筒 状 部 材 か ら 延 び る 第 ３ ウ
イ ン ド ウ を 有 し 、 組 織 カ ッ タ ー 、 第 １ 筒 状 部 材 お よ び 第 １ の チ ュ ー ブ が 互 い に 整 合 す る 所
定 の 第 ２ 整 合 位 置 に あ る と き 、 第 ３ ウ イ ン ド ウ は 第 ２ 筒 状 部 材 の 内 方 か ら 第 １ の チ ュ ー ブ
の 外 方 に 延 び る カ ッ タ ー 開 口 部 を 形 成 す べ く 第 １ ウ イ ン ド ウ お よ び 第 ２ ウ イ ン ド ウ に 対 向
す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
第 ３ ウ イ ン ド ウ が 少 な く と も 一 つ の 切 刃 を 有 す る 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
切 刃 の 第 １ 部 分 が 切 刃 の 第 ２ 部 分 よ り 先 に 切 断 さ れ る 組 織 部 分 に 接 触 す る よ う に 、 切 刃 に
角 度 が つ け ら れ て い る 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
体 腔 内 で 組 織 を ス テ ー プ リ ン グ す る た め の 方 法 で あ っ て 、
内 視 鏡 に 沿 っ て 組 織 の ス テ ー プ ル す べ き 部 分 に 近 接 す る 体 腔 内 位 置 に 前 進 さ れ る ス テ ー プ
リ ン グ ユ ニ ッ ト と 、 同 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト は 先 端 部 、 基 端 部 、 第 １ ケ ー シ ン グ の 外 周
面 を 貫 通 す る 第 １ ウ イ ン ド ウ お よ び ス テ ー プ リ ン グ 装 置 か ら な る こ と と 、
組 織 の ス テ ー プ ル す べ き 部 分 を 第 １ ウ イ ン ド ウ 内 に 引 き 込 む こ と と 、
第 １ ウ イ ン ド ウ の 第 １ 部 分 を 覆 い 、 ス テ ー プ ル す べ き 組 織 部 分 を 把 持 す る た め に 第 １ ケ ー
シ ン グ に 対 し て ス テ ー プ リ ン グ 装 置 の 一 部 材 を 移 動 さ せ る こ と と 、
把 持 し た 組 織 部 分 を ス テ ー プ ル す べ く ス テ ー プ リ ン グ 装 置 を 操 作 す る こ と と を 有 す る 方 法
。
【 請 求 項 ３ ５ 】
第 １ ウ イ ン ド ウ は 変 化 不 能 に 確 定 さ れ た 周 囲 と 形 状 を 有 す る 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
ス テ ー プ ル す べ き 組 織 部 分 を 第 １ ウ イ ン ド ウ に 引 き 込 む 前 に 、 第 １ ウ イ ン ド ウ の 第 ２ 部 分
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を 広 げ る た め に ス テ ー プ リ ン グ 装 置 を 第 １ ケ ー シ ン グ の 内 側 に 引 き 入 れ る 工 程 を 有 す る 請
求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
ス テ ー プ リ ン グ 装 置 は 第 １ ウ イ ン ド ウ の 第 １ 位 置 の 寸 法 を 調 整 す る た め の 位 置 調 整 機 構 を
有 す る 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
把 持 さ れ た 組 織 部 分 を ス テ ー プ リ ン グ す る 工 程 が 、 所 望 の ス テ ー プ ル 距 離 を 設 け る べ く 第
１ ウ イ ン ド ウ の 第 １ 部 分 の 寸 法 を 調 整 す る こ と と 、 複 数 の ス テ ー プ ル を カ ー ト リ ッ ジ か ら
ス テ ー プ ル す べ き 組 織 部 分 を 介 し て 発 射 す る こ と と か ら な る 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
ス テ ー プ リ ン グ 装 置 は 第 １ ケ ー シ ン グ の 長 手 軸 に 沿 っ て 第 １ ケ ー シ ン グ に 対 し て 移 動 す る
請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
ス テ ー プ リ ン グ 装 置 は 第 １ ケ ー シ ン グ に 対 し て 相 対 回 転 す る こ と に よ り 移 動 す る 請 求 項 ３
４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
ス テ ー プ リ ン グ 工 程 が 所 望 の ス テ ー プ ル 距 離 を 得 る べ く 第 １ ウ イ ン ド ウ の 第 １ 部 分 の 寸 法
を 調 整 す る こ と か ら な る 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
第 １ ウ イ ン ド ウ の 少 な く と も 一 縁 部 が ア ン ビ ル を 形 成 す る 請 求 項 ４ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
ア ン ビ ル を 形 成 す る 第 １ ウ イ ン ド ウ の 第 １ 縁 部 が 長 手 方 向 に 延 び る 縁 部 で あ る 請 求 項 ４ ２
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
ス テ ー プ リ ン グ 装 置 が ア ン ビ ル に 対 向 す る ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 を 有 す る 請 求 項 ４ ２ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
所 望 の ス テ ー プ ル 距 離 は 、 ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 と ア ン ビ ル と の 間 に お い て ス テ ー プ ル 発 射
縁 部 と 第 １ ケ ー シ ン グ の 円 周 方 向 に 沿 っ た 距 離 の 関 数 で あ っ て 、 位 置 調 整 機 構 が 第 １ ウ イ
ン ド ウ の 第 １ 部 分 の 寸 法 を 増 す と き に 距 離 は 短 く な る 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
ス テ ー プ ル す べ き 組 織 部 分 を 第 １ ウ イ ン ド ウ 内 に 引 き 込 む 工 程 は 、 第 １ ウ イ ン ド ウ 内 で 負
圧 を 生 じ さ せ る こ と と 、 第 １ ウ イ ン ド ウ 内 に ス テ ー プ ル す べ き 組 織 部 分 を 吸 入 す る こ と と
か ら な る 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
ス テ ー プ ル す べ き 組 織 部 分 を 第 １ ウ イ ン ド ウ 内 に 引 き 込 む 工 程 は 、 ス テ ー プ ル す べ き 組 織
部 分 を 把 持 す る こ と と 、 把 持 し た 組 織 部 分 を 第 １ ウ イ ン ド ウ を 経 て 引 き 寄 せ る こ と と を 含
む 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
ス テ ー プ リ ン グ 装 置 は 第 ２ ケ ー シ ン グ 上 に 装 着 さ れ て お り 、 同 第 ２ ケ ー シ ン グ は 先 端 部 と
基 端 部 と を 有 し 、 同 先 端 部 は 第 １ ケ ー シ ン グ の 先 端 部 内 に 配 置 さ れ 、 第 ２ ケ ー シ ン グ は 第
２ ウ イ ン ド ウ を 有 し 、 第 ２ ウ イ ン ド ウ は 、 ス テ ー プ リ ン グ 装 置 と 第 １ ケ ー シ ン グ が 互 い に
整 合 す る 所 定 の 整 合 位 置 に あ る と き 、 第 ２ ケ ー シ ン グ の 内 方 か ら 第 １ ケ ー シ ン グ の 外 方 ま
で 延 び る 開 口 部 を 形 成 す る 第 １ ウ イ ン ド ウ に 対 向 す る 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
組 織 部 分 を 第 １ ウ イ ン ド ウ 内 に 引 き 込 む 工 程 は 、 組 織 部 分 を 開 口 部 を 経 て 引 き 込 む こ と を
含 む 請 求 項 ４ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
第 １ ウ イ ン ド ウ の 少 な く と も 一 端 部 は ア ン ビ ル を 形 成 す る 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
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第 ２ ウ イ ン ド ウ は ア ン ビ ル に 対 向 す る ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 を 有 す る 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
ス テ ー プ リ ン グ 装 置 を 移 動 さ せ る 工 程 は 、 ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 を ア ン ビ ル に 近 接 さ せ る べ
く 第 ２ ケ ー シ ン グ を 移 動 さ せ る こ と と 、 ス テ ー プ ル す る 組 織 部 分 を ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 と
ア ン ビ ル と の 間 で 把 持 す る こ と と か ら な る 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
ス テ ー プ ル す べ き 組 織 部 分 を 開 口 部 を 経 て 引 き 込 む 工 程 は 、 第 ２ ケ ー シ ン グ 内 で 負 圧 を 生
じ さ せ る こ と と 、 ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 と ア ン ビ ル と の 間 の 開 口 部 を 経 て 組 織 部 分 を 吸 入 す
る こ と と か ら な る 請 求 項 ５ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
ス テ ー プ ル す べ き 組 織 部 分 を 開 口 部 を 経 て 引 き 込 む 工 程 は 、 ス テ ー プ ル す べ き 組 織 部 分 を
把 持 す る こ と と 、 ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 と ア ン ビ ル と の 間 の 開 口 部 を 経 て 把 持 し た 組 織 部 分
を 引 き 込 む こ と と か ら な る 請 求 項 ５ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
組 織 が ス テ ー プ ル さ れ た 後 に 、 さ ら に 組 織 部 分 を 切 除 す る 工 程 か ら な る 請 求 項 ３ ５ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
組 織 部 分 が 切 除 さ れ た 後 、 切 除 さ れ た 組 織 部 分 を 第 １ ケ ー シ ン グ 内 に 収 納 す べ く 第 １ ウ イ
ン ド ウ を 完 全 に 覆 う た め に 組 織 カ ッ タ ー を 移 動 さ せ る 工 程 か ら な る 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の 方
法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 発 明 の 分 野 ）
本 発 明 は 、 組 織 を ス テ ー プ リ ン グ す る 装 置 お よ び 方 法 、 よ り 詳 細 に は 、 体 腔 内 の 組 織 を 把
持 、 ス テ ー プ リ ン グ お よ び 切 除 す る た め の 装 置 お よ び 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 発 明 の 背 景 ）
体 腔 を 包 囲 す る 組 織 が 、 癌 ま た は 他 の 疾 病 に 犯 さ れ た 場 合 、 し ば し ば 分 析 ま た は 除 去 す る
た め に 病 変 組 織 を 切 除 す る 必 要 が あ る 。 従 来 の 組 織 除 去 装 置 や 方 法 は 、 患 部 に 達 す る た め
に 切 開 手 術 を 必 要 と す る こ と も 多 々 あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
さ ら に 、 管 腔 組 織 切 除 装 置 は 周 知 で あ り 、 例 え ば 、 ソ ラ ー （ Ｓ ｏ ｌ ａ ｒ  ） 他 に 付 与 さ れ
た 米 国 特 許 第 ５ ９ ４ ７ ９ ８ ３ 号 は 全 文 が 本 明 細 書 に 援 用 さ れ る 。 切 除 装 置 の 多 く は 切 除 後
の 傷 口 を 閉 じ る た め に 縫 合 に 頼 る 。 し か し な が ら 、 身 体 の 外 側 か ら の 縫 合 処 理 が 非 常 に 困
難 な た め 、 こ の よ う な 装 置 は 一 般 に 扱 い 難 い と さ れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
（ 発 明 の 簡 単 な 概 要 ）
本 発 明 は 、 体 腔 内 の 所 定 位 置 ま で 内 視 鏡 に 沿 っ て 前 進 す る 第 １ ケ ー シ ン グ か ら な る 内 視 鏡
ス テ ー プ リ ン グ シ ス テ ム に 使 用 さ れ る ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト に 関 す る も の で あ り 、 同 第
１ ケ ー シ ン グ は 、 先 端 部 、 基 端 部 お よ び 第 １ ケ ー シ ン グ の 外 周 面 を 貫 通 す る 第 １ ウ イ ン ド
ウ に 近 接 し て 装 着 さ れ た ス テ ー プ リ ン グ 装 置 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
（ 発 明 の 詳 細 な 説 明 ）
本 発 明 は 、 切 開 手 術 に 頼 る こ と な く 体 腔 内 の 組 織 の ス テ ー プ リ ン グ お よ び 除 去 を 行 い 、 体
腔 か ら ス テ ー プ リ ン グ お よ び 除 去 す る た め に 必 要 な 組 織 の 識 別 を 行 う も の で あ る 。 本 装 置
は 、 正 確 に 位 置 を 限 定 し て 組 織 を ス テ ー プ リ ン グ し 、 か つ 、 ス テ ー プ ル ラ イ ン よ り 下 で 組
織 を 切 除 す る こ と を 可 能 に す る 。 体 腔 壁 の 全 層 部 分 が 、 器 官 か ら の 出 血 や 漏 れ を 最 小 限 に
抑 え ま た は 排 除 し て 、 迅 速 か つ 簡 潔 に 摘 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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図 １ Ａ 乃 至 １ Ｄ は 本 発 明 に よ る 装 置 を 示 す 。 図 １ Ａ お よ び １ Ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 ス テ ー
プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ は 、 内 視 鏡 ３ 、 制 御 ユ ニ ッ ト ８ お よ び シ ャ フ ト ２ １ ０ か ら 成 る 内 視 鏡
ス テ ー プ リ ン グ シ ス テ ム ２ ０ ０ の 一 部 で あ る 。 本 発 明 と 共 に 使 用 さ れ る 内 視 鏡 ３ は 、 体 腔
４ の 内 部 ５ を 即 時 に 観 察 す る た め に 、 胃 鏡 （ ガ ス ト ロ ス コ ー プ ） あ る い は 端 部 観 察 用 （ ｅ
ｎ ｄ － ｖ ｉ ｅ ｗ ｉ ｎ ｇ  ） 内 視 鏡 ２ で あ る こ と が 望 ま し い 。 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ は
、 最 初 に 体 腔 ４ に 挿 入 さ れ 、 内 視 鏡 ３ を 使 っ て 組 織 部 分 ７ の 位 置 を 視 覚 的 に 決 め る こ と に
よ り 、 ス テ ー プ ル す べ き 組 織 に 近 接 し て 配 置 さ れ る 。 次 に 、 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト は 、
内 視 鏡 ３ に 沿 っ て 先 端 に 向 か い 組 織 部 分 ７ に 対 し て 所 望 の 箇 所 へ 進 む 。 ス テ ー プ リ ン グ ユ
ニ ッ ト １ は 、 使 用 中 は 体 外 に 配 置 さ れ る 制 御 ユ ニ ッ ト ８ を 通 し て 遠 隔 操 作 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 １ Ｂ は 、 例 え ば 咬 合 処 理 に お い て 使 用 可 能 な 一 実 施 形 態 に お け る ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ
ト １ の 詳 細 を 示 す 。 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ は 、 例 え ば 部 分 的 な 管 状 部 材 １ １ と し て 形
成 さ れ る 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ か ら な る 。 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ は 先 端 部 １ ５ に 形 成 さ
れ た ウ イ ン ド ウ ２ ０ を 有 す る 。 同 ウ イ ン ド ウ ２ ０ に よ り 、 ユ ニ ッ ト １ の 内 方 １ ６ が ユ ニ ッ
ト １ の 外 方 １ ７ か ら 確 認 さ れ る 。 ス テ ー プ リ ン グ 装 置 ５ ０ は ウ イ ン ド ウ ２ ０ に 近 接 す る ユ
ニ ッ ト １ に 装 着 さ れ て い る 。 端 部 観 察 用 内 視 鏡 ２ が ス テ ー プ ル す べ き 組 織 部 分 ７ の 位 置 を
発 見 す る た め に 使 用 さ れ 、 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ が そ の 発 見 し た 位 置 に 配 置 さ れ て 、
そ の 後 も 同 位 置 に 留 ま る と 仮 定 す る 。 す る と 、 操 作 者 は ウ イ ン ド ウ ２ ０ を 通 し て ス テ ー プ
リ ン グ ユ ニ ッ ト １ の 内 方 か ら 体 腔 ４ の 内 部 ５ ま で を 確 認 す る こ と に よ っ て 、 組 織 部 分 ７ に
お い て 処 理 が 完 了 す る こ と を 引 き 続 き 観 察 で き る 。 図 １ Ｃ お よ び １ Ｄ は ス テ ー プ リ ン グ ユ
ニ ッ ト １ の 各 構 成 要 素 を 詳 述 し て い る 。 ウ イ ン ド ウ ２ ０ は 任 意 で 、 例 え ば 長 方 形 な ど の 変
化 し た 周 縁 形 状 を 有 す る 。 ウ イ ン ド ウ ２ ０ の 一 縁 部 ２ ６ は ア ン ビ ル １ ２ を 形 成 す る 。 ス テ
ー プ リ ン グ 装 置 ５ ０ は 移 動 可 能 な ス テ ー プ ル ヘ ッ ド ５ ２ を 有 し 、 同 ヘ ッ ド は 、 ス テ ー プ リ
ン グ 装 置 ５ ０ が 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ に 装 着 さ れ る と 、 ア ン ビ ル １ ２ に 対 向 す る ス テ ー プ ル
発 射 縁 部 ５ ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 １ 実 施 形 態 に お け る 構 成 要 素 の 方 向 性 お よ び 動 作 は 図 ２ Ａ に 示 さ れ て い る 。 ス テ ー プ ル
ヘ ッ ド ５ ２ は 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ 内 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ 位 置 に お い
て ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 ５ ４ は ア ン ビ ル １ ２ に 近 接 す る 。 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ は 、 例
え ば 、 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ の 長 手 軸 １ ４ と ほ ぼ 平 行 な 軸 線 を 中 心 に 回 転 す る 。 次 に 、 ス テ
ー プ ル ヘ ッ ド ５ ２ は 、 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ に 対 し て 第 ２ 位 置 ま で 回 転 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
構 成 要 素 の 別 の 方 向 性 お よ び 動 作 は 、 図 ２ Ｂ に 示 さ れ る 本 発 明 に よ る 装 置 の 第 ２ 実 施 形 態
に お い て 示 さ れ る 。 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 、 ス テ ー プ ル ヘ ッ ド ５ ２ ’ は 、 第 １ ケ ー シ ン グ
１ ０ ’ 内 に お い て の 長 手 方 向 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ る こ と で 、 第 １ 位 置 に て ス テ ー プ ル 発
射 縁 部 ５ ４ ’ が ア ン ビ ル １ ２ ’ に 近 接 す る 。 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ は 長 手 方 向 、 例 え
ば 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ ’ の 長 手 軸 １ ４ ’ に ほ ぼ 平 行 な 軸 線 に 沿 っ て 移 動 す る 。 次 に 、 ス テ
ー プ ル ヘ ッ ド ５ ２ ’ は 、 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ の 長 手 方 向 に お い て 第 ２ 位 置 ま で 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ る 装 置 の 第 １ 実 施 形 態 に お け る 構 成 要 素 の 方 向 性 お よ び 動 作 に 戻 る 。 図 ３ Ａ 乃
至 ３ Ｃ に 示 さ れ る よ う に 、 ス テ ー プ リ ン グ 装 置 ５ ０ は 、 ス テ ー プ ル ヘ ッ ド ５ ２ が 第 １ ケ ー
シ ン グ １ ０ に 対 し て 移 動 可 能 に 連 結 さ れ 、 ウ イ ン ド ウ ２ ０ の 一 部 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ る
。 ウ イ ン ド ウ ２ ０ に お い て 覆 わ れ る 部 分 ２ ４ の 寸 法 は 、 ス テ ー プ ラ 後 退 位 置 （ 図 ３ Ａ に 詳
述 ） と ス テ ー プ ラ 係 合 位 置 （ 図 ３ Ｂ お よ び ３ Ｃ に 詳 述 ） と の 間 に お い て 、 ス テ ー プ ル ヘ ッ
ド ５ ２ が 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ に 対 し て 移 動 し た か 否 か に し た が っ て 変 化 す る 。 ス テ ー プ ル
ヘ ッ ド ５ ２ が ス テ ー プ ラ 後 退 位 置 に あ る と き は 、 ス テ ー プ ル ヘ ッ ド ５ ２ は ウ イ ン ド ウ ２ ０
の よ り 小 さ い 部 分 ２ ２ を 覆 い 、 ス テ ー プ ル す べ き 組 織 部 分 ７ を ウ イ ン ド ウ ２ ０ の 中 に 引 き
込 む た め の ス ペ ー ス を 作 る 。 ス テ ー プ ル ヘ ッ ド ５ ２ が ス テ ー プ リ ン グ 位 置 に 移 動 し た と き
は 、 ス テ ー プ ル ヘ ッ ド ５ ２ は ウ イ ン ド ウ ２ ０ の よ り 大 き い 部 分 ２ ３ を 覆 い 、 ウ イ ン ド ウ ２
０ に お い て 受 容 さ れ た 組 織 部 分 ７ を ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 ５ ４ と ア ン ビ ル １ ２ と の 間 で 把 持
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す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ３ Ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 ス テ ー プ ル ヘ ッ ド ５ ２ が ス テ ー プ リ ン グ 位 置 に あ る と き 、 ス テ
ー プ ル 発 射 縁 部 ５ ４ と ア ン ビ ル １ ２ と の 間 の 距 離 は 、 所 定 の ス テ ー プ リ ン グ 距 離 、 即 ち 厚
さ ６ ３ で あ る 。 ス テ ー プ リ ン グ 装 置 ５ ０ は 、 制 御 ユ ニ ッ ト ８ を 使 っ て 操 作 さ れ る 位 置 調 整
機 構 ２ ７ （ 図 １ Ａ ） を 備 え る た め 、 ス テ ー プ ル （ 図 示 せ ず ） が ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 ５ ４ か
ら 組 織 ７ を 経 て ア ン ビ ル １ ２ に 向 か っ て 発 射 さ れ る 前 に 、 所 定 の ス テ ー プ リ ン グ 距 離 ６ ３
を 調 整 す る こ と が で き る 。 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ は ま た 、 制 御 ユ ニ ッ ト ８ を 使 っ て 操
作 さ れ 、 か つ ス テ ー プ リ ン グ 装 置 ５ ０ と ユ ニ ッ ト １ の 基 端 部 １ ９ と の 間 に 連 結 さ れ る ス テ
ー プ リ ン グ 作 動 機 構 ２ ８ （ 図 １ Ｂ ） を 備 え る こ と 。 し た が っ て 、 ス テ ー プ ル ヘ ッ ド ５ ２ を
作 動 さ せ て ス テ ー プ ル （ 図 示 せ ず ） を ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 ５ ４ か ら 組 織 ７ を 経 て 、 ア ン ビ
ル １ ２ に 向 か っ て 発 射 さ せ 、 ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 ５ ４ と ア ン ビ ル １ ２ と の 間 に 把 持 さ れ た
組 織 部 分 ７ を ス テ ー プ ル す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ４ に 示 さ れ る 第 ３ 実 施 形 態 で は ス テ ー プ リ ン グ 装 置 ５ ０ ’ ’ が 第 ２ ケ ー シ ン グ ７ ０ 上 に
装 着 さ れ て い る こ と を 除 け ば 、 第 １ 実 施 形 態 に 類 似 し て い る 。 第 ２ ケ ー シ ン グ ７ ０ は 、 例
え ば 、 部 分 的 に 管 状 部 材 ７ １ で も よ く 、 そ の 先 端 部 に お い て 形 成 さ れ る ウ イ ン ド ウ ８ ０ を
有 す る 。 ウ イ ン ド ウ ８ ０ は 、 第 ２ ケ ー シ ン グ ７ ０ と 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ ’ ’ と が 互 い に 整
合 す る 所 定 の 整 合 位 置 に あ っ て 、 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ ’ ’ の 内 部 １ ６ ’ ’ か ら ス テ
ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ ’ ’ の 外 部 １ ７ ’ ’ に か け て 開 口 部 を 形 成 す る と き 、 第 １ ケ ー シ ン
グ １ ０ ’ ’ の ウ イ ン ド ウ ２ ０ ’ ’ に 対 向 す る 。 ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 ５ ４ ’ ’ は ウ イ ン ド ウ
８ ０ の 縁 部 ８ ４ 上 に 位 置 し 、 か つ 、 ウ イ ン ド ウ ２ ０ ’ ’ の 対 峙 す る 縁 部 ２ ６ ’ ’ 上 に 形 成
さ れ る ア ン ビ ル １ ２ ’ ’ に 対 向 す る 。 よ っ て 、 ス テ ー プ ル ヘ ッ ド ５ ２ ’ ’ の ス テ ー プ ラ 後
退 位 置 か ら ス テ ー プ リ ン グ 位 置 へ の 移 動 が 第 ２ ケ ー シ ン グ ７ ０ の 先 端 部 ７ ５ の 移 動 に 変 換
さ れ 、 ウ イ ン ド ウ ２ ０ ’ ’ お よ び ウ イ ン ド ウ ８ ０ の 所 定 の 整 合 関 係 が 変 化 す る こ と に よ り
、 ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 ５ ４ ’ ’ が ア ン ビ ル １ ２ ’ ’ に 向 か う 方 向 ７ ７ へ 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ５ Ａ お よ び ５ Ｂ に 示 さ れ る 第 ４ 実 施 形 態 に お い て 、 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ ’ ’ ’ が
組 織 カ ッ タ ー ９ ０ を 備 え て い る こ と を 除 け ば 、 第 １ 実 施 形 態 に 類 似 し て い る 。 組 織 カ ッ タ
ー ９ ０ は 、 例 え ば 、 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ ’ ’ ’ を 全 層 切 除 処 理 に 使 用 で き 、 同 処 理
中 に ス テ ー プ ル ラ イ ン よ り 下 の 組 織 部 分 を 体 腔 ４ か ら 検 査 用 に 切 断 お よ び 除 去 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 ４ 実 施 形 態 に お け る 構 成 要 素 の 方 向 性 お よ び 動 作 は 図 ６ Ａ に 示 さ れ る 。 切 刃 ９ ４ は 第 １
ケ ー シ ン グ １ ０ ’ ’ ’ 内 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ て 、 第 １ 位 置 に お い て 切 刃 ９ ４ は 第 １ ケ ー
シ ン グ １ ０ ’ ’ ’ の 長 手 軸 １ ４ ’ ’ ’ と ほ ぼ 平 行 な ウ イ ン ド ウ ２ ０ ’ ’ ’ の 側 面 ２ ５ に 近
接 す る 。 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ は 、 例 え ば 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ ’ ’ ’ の 長 手 軸 １ ４ ’ ’ ’ に ほ
ぼ 平 行 な 軸 線 を 中 心 に 回 転 す る 。 次 に 、 切 刃 ９ ４ は ス テ ー プ ル 装 置 ５ ０ ’ ’ ’ と ア ン ビ ル
１ ２ と の 間 に 把 持 さ れ た 組 織 を 切 断 す べ く 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ ’ ’ ’ に 対 し て 相 対 回 転 す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
構 成 要 素 の 別 の 方 向 性 お よ び 動 作 は 、 図 ６ Ｂ に 示 さ れ る 本 発 明 に よ る 装 置 の 第 ５ 実 施 形 態
に お い て 示 さ れ る 。 第 ５ 実 施 形 態 に お い て 、 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ ’ ’ ’ ’ が 第 １ ケ ー シ ン グ
１ ０ ’ ’ ’ ’ 内 に お い て 長 手 方 向 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ る こ と で 、 第 １ 位 置 に お い て 切 刃
９ ４ ’ ’ ’ ’ は 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ ’ ’ ’ ’ の 外 周 １ ８ ’ ’ ’ ’ に ほ ぼ 平 行 な ウ イ ン ド ウ
２ ０ ’ ’ ’ ’ の 側 面 ２ ５ に 近 接 す る 。 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ ’ ’ ’ ’ が 、 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０
’ ’ ’ ’ お よ び に ス テ ー プ リ ン グ 装 置 ５ ０ ’ ’ ’ ’ に 対 し て 、 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ ’ ’ ’
’ の 長 手 軸 １ ４ ’ ’ ’ ’ に 沿 っ て 軸 線 方 向 に 移 動 す る と 、 切 刃 ９ ４ ’ ’ ’ ’ は 、 ス テ ー プ
ル 装 置 と ア ン ビ ル に よ っ て 把 持 さ れ た 組 織 を 切 除 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に お け る 構 成 要 素 の 方 向 性 お よ び 動 作 に 戻 る 。 図 ７ Ａ 乃 至 ７ Ｃ に 示
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さ れ る よ う に 、 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ は 、 ウ イ ン ド ウ ２ ０ ’ ’ ’ に 近 接 し て ス テ ー プ リ ン グ 装
置 ５ ０ ’ ’ ’ お よ び 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ ’ ’ ’ に 対 し て 相 対 移 動 可 能 に 設 置 さ れ る 。 組 織
カ ッ タ ー ９ ０ は 後 退 位 置 （ 図 ７ Ａ ） と 組 織 切 断 位 置 （ 図 ７ Ｂ ） と の 間 を 移 動 可 能 で あ り 、
後 退 位 置 で は 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ は ウ イ ン ド ウ ２ ０ ’ ’ ’ か ら 引 き 下 げ ら れ 、 組 織 切 断 位 置
で は 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ は 切 除 す べ き 組 織 部 分 ９ に 係 合 さ れ る 。 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ は 切 刃 ９
４ を 備 え 、 切 刃 ９ ４ は 、 そ の 第 １ 部 分 が 第 ２ 部 分 に 先 立 っ て 切 除 す べ き 組 織 部 分 ９ に 接 触
す る よ う に 角 度 を つ け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 切 刃 ９ ４ は 、 望 ま し く は 角 度 の つ い た 刃 と
し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
組 織 部 分 が 切 除 さ れ る と 、 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ は 、 第 １ ウ イ ン ド ウ ２ ０ ’ ’ ’ を 完 全 に 覆 い
か つ 切 除 し た 組 織 部 分 を 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ ’ ’ ’ 内 に 収 納 し て 、 カ ッ タ ー 完 了 位 置 （ 図
７ Ｃ ） に 移 動 す る 。 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ が 収 納 さ れ る と 、 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ ’ ’ ’
は 体 腔 ４ ’ ’ ’ か ら 離 れ て 、 切 除 し た 組 織 部 分 を 検 査 用 に 取 り 出 す た め に 開 く 。 し た が っ
て 、 本 発 明 に よ る 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ は 、 操 作 者 が 体 腔 か ら 清 浄 な 組 織 サ ン プ ル を 取 り 出 す
こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
組 織 カ ッ タ ー ９ ０ の 動 き は 、 ユ ニ ッ ト １ の 基 端 部 １ ９ と 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ と の 間 に 連 結 さ
れ た カ ッ テ ィ ン グ 駆 動 機 構 ９ ９ （ 図 １ Ａ ） に よ っ て 制 御 さ れ 、 か つ 制 御 ユ ニ ッ ト ８ を 介 し
て 遠 隔 操 作 さ れ る 。 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ は ま た 、 操 作 者 が 全 て の ス テ ー プ ル が 正 し く 発 射 さ
れ た こ と を 確 認 す る ま で は 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ の 係 合 を 防 止 す る 安 全 手 段 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ８ に 示 さ れ る 第 ６ 実 施 形 態 は 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ ’ ’ ’ ’ ’ が 第 ３ ケ ー シ ン グ １ １  ０ 上
に 装 着 さ れ て い る こ と を 除 け ば 、 第 ４ 実 施 形 態 に 類 似 し て い る 。 第 ３ ケ ー シ ン グ １ １ ０ は
、 例 え ば 、 部 分 的 に 管 状 の 部 材 １ １ １ で あ っ て も よ く 、 そ の 先 端 部 １ １ ５ に お い て 形 成 さ
れ る ウ イ ン ド ウ １ ２ ０ を 有 す る 。 ウ イ ン ド ウ １ ２ ０ は 、 第 ３ ケ ー シ ン グ １ １ ０ 、 ス テ ー プ
リ ン グ 装 置 ５ ０ ’ ’ ’ ’ ’ お よ び 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０ ’ ’ ’ ’ ’ が 互 い に 所 定 の 配 置 に あ
っ て 、 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ ’ ’ ’ ’ ’ の 内 側 １ ６ ’ ’ ’ ’ ’ か ら ス テ ー プ リ ン グ ユ
ニ ッ ト １ ’ ’ ’ ’ ’ の 外 側 １ ７ ’ ’ ’ ’ ’ に か け て 開 口 部 を 形 成 す る と き 、 第 １ ケ ー シ ン
グ １ ０ ’ ’ ’ ’ ’ の ウ イ ン ド ウ ２ ０ ’ ’ ’ ’ ’ に 対 向 す る 。 切 刃 ９ ４ ’ ’ ’ ’ ’ は ウ イ ン
ド ウ １ ２ ０ の 縁 部 １ ２ ４ に 近 接 し て 配 置 さ れ 、 切 刃 ９ ４ ’ ’ ’ ’ ’ は 図 ５ Ａ お よ び ７ Ｂ に
示 さ れ る よ う に 、 そ の 第 １ 部 分 ９ ７ ’ ’ ’ ’ ’ が 第 ２ 部 分 ９ ８ ’ ’ ’ ’ ’ に 先 立 っ て 切 除
す べ き 組 織 に 接 触 す る よ う に 角 度 を つ け ら れ て い る 。 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ ’ ’ ’ ’ ’ の 後 退
位 置 か ら 組 織 カ ッ テ ィ ン グ 位 置 ま で の 回 転 運 動 が 、 第 ３ ケ ー シ ン グ １ １ ０ の 先 端 部 １ １ ５
の 回 転 運 動 に 変 換 さ れ る こ と で 、 ウ イ ン ド ウ ２ ０ ’ ’ ’ ’ ’ お よ び ウ イ ン ド ウ １ ２ ０ 間 の
所 定 の 整 合 関 係 が 変 化 し 、 方 向 １ １ ７ に お い て 切 刃 ９ ４ ’ ’ ’ ’ ’ が 第 １ ケ ー シ ン グ １ ０
’ ’ ’ ’ ’ 上 の ウ イ ン ド ウ ２ ０ ’ ’ ’ ’ ’ の 対 峙 す る 縁 部 ２ １ ’ ’ ’ ’ ’ に 向 か っ て 移 動
す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ９ に お い て 示 さ れ る 第 ７ 実 施 形 態 で は 、 ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ ’ ’ ’ ’ ’ ’ は 、 上
述 し た 実 施 形 態 と 同 様 の 機 能 を 果 た す が 、 同 ユ ニ ッ ト １ の 内 側 １ ６ ’ ’ ’ ’ ’ ’ か ら 外 側
１ ７ ’ ’ ’ ’ ’ ’ に か け て 開 口 部 １ ２ ４ ’ ’ ’ ’ ’ ’ を 形 成 す る ウ イ ン ド ウ ２ ０ ’ ’ ’ ’
’ ’ 、 ウ イ ン ド ウ ８ ０ ’ ’ ’ ’ ’ ’ お よ び ウ イ ン ド ウ １ ２ ０ ’ ’ ’ ’ ’ ’ を そ れ ぞ れ 有 す
る ３ つ の 同 心 管 １ １ ’ ’ ’ ’ ’ ’ 、 ７ １ ’ ’ ’ ’ ’ ’ お よ び １ １ １ ’ ’ ’ ’ ’ ’ か ら な る
。 第 １ 管 １ １ ’ ’ ’ ’ ’ ’ 上 の ウ イ ン ド ウ ２ ０ ’ ’ ’ ’ ’ ’ の 縁 部 ２ ６ ’ ’ ’ ’ ’ ’ は ア
ン ビ ル １ ２ ’ ’ ’ ’ ’ ’ を 形 成 す る 。 ス テ ー プ リ ン グ 装 置 ５ ０ ’ ’ ’ ’ ’ ’ は 、 第 １ 管 １
１ ’ ’ ’ ’ ’ ’ 内 に 移 動 可 能 に は め 込 ま れ た 第 ２ 管 ７ １ ’ ’ ’ ’ ’ ’ に 装 着 さ れ 、 第 ２ 管
７ １ ’ ’ ’ ’ ’ ’ の ウ イ ン ド ウ ８ ０ ’ ’ ’ ’ ’ ’ 上 の 縁 部 ８ ４ ’ ’ ’ ’ ’ ’ は 、 ア ン ビ ル
１ ２ ’ ’ ’ ’ ’ ’ に 対 向 す る ス テ ー プ ル 発 射 縁 部 ５ ４ ’ ’ ’ ’ ’ ’ を 形 成 す る 。 組 織 カ ッ
タ ー ９ ０ ’ ’ ’ ’ ’ ’ は 、 第 ２ 管 ７ １ ’ ’ ’ ’ ’ ’ お よ び 第 １ 管 １ １ ’ ’ ’ ’ ’ ’ 内 に 移
動 可 能 に は め 込 ま れ た 第 ３  管 １ １ １ ’ ’ ’ ’ ’ ’ に 装 着 さ れ 、 第 ３ 管 １ １ １ ’ ’ ’ ’ ’
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’ 上 の ウ イ ン ド ウ １ ２ ０ ’ ’ ’ ’ ’ ’ の 縁 部 １ ２ ４ ’ ’ ’ ’ ’ ’ は 、 切 刃 ９ ４ ’ ’ ’ ’ ’
’ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の い ず れ の 実 施 形 態 も 、 任 意 に ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ 内 に 組 織 把 持 具 ６ ０ （ 図
１ Ｂ ） を 備 え て も よ く 、 ス テ ー プ リ ン グ 装 置 ５ ０ お よ び 組 織 カ ッ タ ー ９ ０ が 後 退 位 置 に 引
き 下 げ ら れ た と き に 、 ス テ ー プ ル す べ き 組 織 部 分 ７ お よ び 切 断 す べ き 組 織 部 分 が ウ イ ン ド
ウ ２ ０ か ら ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ の 内 側 １ ６ ま で 引 き 込 ま れ る 。 先 行 技 術 に お い て 周
知 な よ う に 、 組 織 把 持 具 ６ ０ は 組 織 部 分 ７ を 例 え ば １ 対 の 把 持 部 ６ １ で 掴 み 、 そ の 一 方 で
吸 引 管 （ 図 示 せ ず ） が 、 ウ イ ン ド ウ ２ ０ 内 に 負 圧 を 生 じ さ せ て 組 織 ７ を ウ イ ン ド ウ ２ ０ か
ら 吸 引 す る 。 代 わ り に 、 装 置 を 介 し て 吸 引 を 行 い 、 ス テ ー プ ル す べ き 組 織 部 分 ７ お よ び 切
断 す べ き 組 織 部 分 ９ を ウ イ ン ド ウ ２ ０ か ら ス テ ー プ リ ン グ ユ ニ ッ ト １ の 内 側 １ ６ ま で 引 き
込 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 は 、 体 腔 内 か ら 病 変 組 織 を 低 侵 襲 的 に 把 持 し て 、 ス テ ー プ ル し 、 か つ 除 去 す る た め
の 装 置 お よ び 方 法 を 提 供 す る 。 当 業 者 に は 本 願 に 記 載 し た 実 施 形 態 の 様 々 な 変 更 が 認 識 さ
れ る 。 そ の よ う な 変 更 は 、 添 付 の ク レ ー ム の 内 容 お よ び 範 囲 に 包 含 さ れ る こ と を 意 図 す る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ Ａ 】 本 発 明 に よ る 装 置 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 １ Ｂ 】 図 １ Ａ と 同 様 に 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 １ Ｃ 】 図 １ Ａ と 同 様 に 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 １ Ｄ 】 図 １ Ａ と 同 様 に 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ２ Ａ 】 図 １ Ａ と 同 様 に 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ っ て 、 構 成 要 素 は 互 い に 回 転 移 動 す
る 。
【 図 ２ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 示 す 図 で あ っ て 、 構 成 要 素 は 互 い に 垂 直 移 動 す る 。
【 図 ３ Ａ 】 ス テ ー プ ラ 後 退 位 置 に あ る ス テ ー プ リ ン グ 装 置 を 示 す 図 。
【 図 ３ Ｂ 】 ス テ ー プ ラ 係 合 位 置 に あ る ス テ ー プ リ ン グ 装 置 を 示 す 図 。
【 図 ３ Ｃ 】 ス テ ー プ ラ 係 合 位 置 に あ る ス テ ー プ リ ン グ 装 置 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 装 置 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ５ Ａ 】 本 発 明 に よ る 装 置 の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 ５ Ａ と 同 様 に 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ６ Ａ 】 図 ５ Ａ と 同 様 に 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ っ て 、 構 成 要 素 は 互 い に 回 転 移 動 す
る 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 の 配 置 を 示 す 図 で あ っ て 、 構 成 要 素 は 互 い に 垂 直 移 動 す
る 。
【 図 ７ Ａ 】 カ ッ タ ー 後 退 位 置 に お け る 組 織 カ ッ タ ー を 示 す 図 。
【 図 ７ Ｂ 】 カ ッ タ ー 係 合 位 置 に お け る 組 織 カ ッ タ ー を 示 す 図 。
【 図 ７ Ｃ 】 カ ッ タ ー 完 了 位 置 に お け る 組 織 カ ッ タ ー を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 装 置 の 第 ６ 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ る 装 置 の 第 ７ 実 施 形 態 を 示 す 図 。
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